
， 

ヨ
シ
ダ
タ
ン

ジ

吉

田
丹
次

資
料
十
年
御
歩
小

頭
と
し
て
新
知
百
石
を
受
け
、
安
永
五
年
組
外
に
列

L
、
二
，
御
九
御
山
間
式
御
用
述
に
任
じ
、
同
年
十
二
且

七
日
六
十
二
川
棋
を
以
て
授
。

子
孫
滞
に
肘
製
す
る
。

ヨ
シ
ダ
チ
ョ
ウ
シ
ユ
タ
吉
田
長
淑

江
戸
の
人
。

年
前
川
治
怖
の
怠
拘
に
従
ひ
、
途
信
州
側
川
に
京
っ

て
脳
疹
に
催
。
、
抗
月
J
1
七
同
四
十
五
併
を
以
て
残

し
た
。
茂
利
尽
を
好
み
、
円
ず
を
執
抽
問
、
観
を
阪
筒
、

腕
庇
を
高
徳
堂
と
稽
L
、
最
も
版
部
に
山
叫
ん
だ
。

ヨ
シ
ダ
シ
ゲ
マ
サ
吉
田
茂
正

苛
刷
左
近
佼
武

τ

の
三
子
に
日
比
E

以
が
あ
っ
た
。
初
郎
茂
昨
、
泌
総
川
神
間
期
・

左
青
山
山
0

・d
山
候
に
仕
へ

、
夫
和
元
年
九
H
H
』日
七
日

七
イ
=
一
設
を
以
て
裂
。
茂
一
止
は
茂
よ
れ
の
次
子
で
、
泊

抑
制
を
品
川
右
衛
門
と
い
ひ
、
大
型
寺
侠
に
仕
へ
、
隠
摘

し
て
氾
林
と
抑
制
し
、
民
永
二
年
八

M
刑
抗
日
夜
し

た
。
後
阪
代
品
川
右
術
門
を
泌
名
と
す
る
。

ヨ
シ
ダ
シ
ゲ
ミ

チ

吉

田
茂

隆

茂

泊

の
子
。
幼

名
縦
段
、
後
左
近
右
衛
門
。
初
郎
茂
敬
o
称
六
泊
五

十
布
。
御
符
弓

m-御
射
手
紙
北
川
に
Mm
任
L
、
H
r
保

八
年
九
且
札
口
七
日
五
十
七
政
を
以
て
回
日
し
た
。

ヨ
シ
ダ
シ
ゲ

ユ
キ

吉
田
夜
行

辺
桝
久
兵
衛
。

平
兵
衛
政
作
的
強
制
子
と
し
て
雌
沢
両
討
を
交
け

た
。
れ
は
同
姓
茂
際
の
二
子
。
御
先
弓
如
仰
持
母
到

に
川
町
任
L
、
安
氷
山
乱
年
十
月
叶
四
日
六
十
九
段
を
以

て
問
問
。
茂
行
紘
も
家
裂
の
射
技
に
粉

L
〈
、
常
時
針

祭
名
を
倒
に
し
た
。
養
子
右
一
以
後
字
右
衛
門
家
を
裂

い
だ
が
、
天
間
三
年
十
月
江
戸
に
於
い
て
既
心
の
体

で
法
泣
せ
ら
れ
、
四
年
九
月
十
七
日
知
行
中
」
失
ひ
、

λ
年
寺
西
才
一
郎
改
延
を
名
跡
と
し
て
一
二
円
石
を
胤
(

へ
ら
れ
た
。

ヨ
シ
ダ
シ
チ
ロ
エ
モ
ン

吉
田
七
郎
右
衛
門

前

m利
治
に
仕

へ
て
宵
」l
石
を
鎖
し
た
。
子
採
滞
に
附

却
す
る
。

ヨ
シ

抑
は
成
徳
、
宇
は
直
心
、
凱
は
駒
谷

X
は
附
四
円
。
諮

問
土
岐
H
民，
Y
A

に
波
法
を
問
中
び
、
後
校
川
市
川
に
従
う

て
附
引
を
修
め
、
迭
に
附
告
に
就
い
て
内
科
の
研
究

を
初
め
た
。
文
化
七
年
前
出
努
際
性
て
病
を
診
せ
し

め
た
江
戸
の
附
随
字
削
川
玄
認
の
蹄
に
よ
っ
て
之
を

椴

L
、
山
館
館
三
十
人
扶
鮮
を
奥

へ
、
設
年
別
に
年
額

二
十
隔
を
給
し
て
蹄
棚
仰
の
誌
に
宛
て
し
め
た
。
長
淑

の
模
商
品
開
病
諭
間
後
編
・内
科
僻
羽
田
可
を
若
し
得
た

の
は
之
に
依
る
。
文
政
七
年
長
淑
前
問
符
慌
を
診
せ

ん
が
絹
江
戸
を
渡
L
、途
越
後
前
凶
か
ら
疾
に
様
。
、

金
持
に
む
し
た
後
八
且
十
日
に
授
。
平
年
四
十
六
。

純
白
寺
に
葬
る
。

ヨ
シ
ダ
ナ
ホ
サ
ス
ケ

吉
田
向
左
助

辺
群
迩
倍

加附山肌

-m布
術
門
。
妥
は
大
出
制
民
左
術
門
の
餐
妹
で

あ
っ
た
。
初
め
御
日
間
坊
主
、
平
保
十
五
年
新
知
百

石
h
t
得
亡
新
議
郎
と
な
り
、
元
IV

九
五
年
一
白
石
そ
加
へ

、

総
外
に
斑
し
、
御
近
討
諦
・雨
御
土
脱
奉
行
に
任
じ
、

安
永
三
年
」
t
二
月

H
九
日
七
十
一ニ
併
で
授
。
子
孫
相

鱒
い
で
滞
に
刊
へ
る
。

ヨ
シ
ダ
ナ
ホ
マ
サ

吉
田
直
政
淑
茂
の
子
。
沼

綜
平
九
郎
・左
脂
・左
近
右
衛
門
。
初
訴
茂
正
。
安
政

六
年
八
月
六
日
五
十
八
肢
を
以
て
聞
山
し
た
。

ヨ
シ
h
F
Z

吉
谷

臥
京
都
山
間
郷
に
隠
す
る
部

訴
。
明
治
巾
に
長
。
、
谷
底

・
紳
逝
と
併
合
し
て
梯

伎
と
政
相
制
し
た
。

ヨ
シ
生
ニ
ゴ
ロ
ウ

吉

谷
五
郎

元

亨
元
年
四
且

十
日
附
の
刊
自
に
、
山
内
庄
地
問
吉
谷
一
治
郎

・
同
子

息
此
犬
丸
の
名
が
見
え
る
。
能
業
部
上
古
口
谷
村

χ
は

下古田
谷
村
の
住
入
で
あ
ら
う
。

ヨ
シ
h
F
ニ
主
ウ
ゲ

吉
谷
峠

能
業
部
下
菅
谷
に

関
す
る
。
祇
陀
寺
'x
m
U
永
平
十
年
配
且
十
一
日
上
野

介
揃
宗
利
附
刊
に
、『
務
部
地
加
到
凶
河
内
庄
白
地
郡
。

中
路
。
一
所
小
野
山
。
南
は
大
ひ
ら
を
さ
か
う
。
西
は

ヨ
シ
ダ
パ
シ
フ
シ
ン
ジ
ヨ
ヤ
安

吉
田
橋
普
請
助

役

貸
出
悶
元
年
十
二
且
五
日
大
恩
寺
侯
前
回
利
道

は
、
戦
府
か
ら
三
河
凶
古
口
問
慌
の
訓
U

前
助
役
を
命
ぜ

ら
れ
、
二
年
五
且
完
成
し
た
が
、
工
事
組
漏
の
放
を

以
て
三
年
七
且
品
川
六
日
再
遣
を
命
ぜ
ら
れ
、
四
年
三

且
十
三
日
俊
成
し
た
。
そ
の
綬
即
日
前
後
五
瓜
三
千
一胸
、

多
く
加
到
掛
川
の
補
助
に
よ
っ
た
。
家
老
野
口
兵
部
・

山
崎
槌
丞
等
の
隠
居
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
も
之
が
お
で

と立Iみ
あr!fこ
る j曲の
。さ w

か水
うの
o t:~長

向、

"*孟t
1:1:を
育さ
谷か
の う
式己 。
う~~
If Ij 
を御
さ 子
か の
」.iJi
d 水

ヨ
シ
ダ
ヌ
ヒ
ノ
ス
ケ

吉
田
縫
殿
助

前
川
利
家

に
仕
へ
て
百
八
十
石
を
受
け
た
。
二
子
奥
左
衛
門
家

を
裂
ぎ
、
そ
れ
よ

0
三
代
伊
右
衛
門
に
主
旬
、
正
徳

凶
年
自
殺
し
て
断
絶
し
た
。

ヨ
シ
ダ
/
プ
ズ
ミ
吉
田
申
純

沼
稽
政
次
郎
・
丹

次
郎
。
父
は
市
兵
衛
巾
器
。
沈
政
」1
三
年
三
且
家
秩

百
石
を
盟
ぎ
、
定
番
山
内
組
に
斑
L
、
天
保
十
五
年
七

毘
五
十
石
を
加
鳩
せ
ら
れ
、
第
永
元
年
十
且
品
川
二
日

況
十
九
段
を
以
て
問
問
。
巾
純
は
附
洲
と
鋭

L
、
山
水

花
山
崎
を
山
町
〈
を
祭
と
し
た
。

ヨ
シ
ダ
ノ
リ
ナ
カ
吉
田
軌
中

沼
終
八
十
郎
・抽出

右
衛
門
。
元
隊
十
一
年
父
宮
左
衛
門
の
後
を
受
け
、

百
五
十
石
を
領
L
、
覧
保
元
年
正
且
十
八
日
七
十
二

銭
や
-
以
て
現
し
た
。
そ
の
若
に
前
町
四
代
自
記
が
あ

"。。 ヨ
シ
虫
ニ
ノ
セ
キ
シ
ヨ

吉
谷
の
関
所

能
楽
部

下
吉
田
谷
に
在
っ
た

o
m永
十
五
年
越
前
の
領
窃
を
野

め
る
岱
、
下
士
口
谷
村
に
随
所
を
設
け
て
原
奥
三
右
衛

門
を
翠
行
と
し
、
十
七
年
亦
手
取
川
を
隔
て
た
菅
野

に
も
闘
を
叩
む
い
た
が
、
共
に
聞
道
が
あ
っ
た
か
ら
、

吉
谷
の
闘
を
河
原
山
に
、
吉
脱
却
の
闘
を
木
前
に
島
L

4
0
 

ー

あ
っ
た
。

ヨ
シ
ダ
ホ
吉
田
保

山
閥
均
仰
に
在
っ
た
。
永
久

三
年
註
踏
の
能
R
R
同

m敏
円
脱
却
に
、『
吉
川
山
保
、
一出川

武
段
三
、
承
久
元
年
僚
主
定
』
と
あ
る
。
後
間
亦
吉

岡
保
が
あ
る
。

ヨ
シ
ダ

ホ

吉

田

保

路
島
加
に
邸

L
、
滞
政
時

代
で
は
、
吉
川
・七
以
内
ニ
ヶ
村
中
-
省
ん
で
m
H
た
。

ヨ
シ
ダ

マ
ゴ
ス
ケ

吉
田
孫
助

近
江
の
人
菅
川

安
強
守
の
子
。
初
め
尉
努
政
に
仕
へ
た
が
、
医
長
五

年
前
削
利
長
に
白
肌

L
、
二
千
石
を
免
付
た
。
子
係

mh、滞
に
付
へ
品
。

ヨ
シ
ダ
マ
サ
ナ
ホ

霞
田
正
直

泌
総
点
右
衛
門
・

内
勝
。
父
山
川
正
の
治
知
五
行
石
を
刷
出
ぎ
、
御
大
小
将

机
日
・
定
格
御
諦
聞
・御
留
守
町
刷
物
聞
に
阪
任

L
、
日中

保
イ
二
年
致
仕
、
十
三
年
十
一
月
九
日
七
十
五
段
を

以
て
残
し
た
。

ヨ
シ
ダ
マ
主
エ
モ
ン

吉
田
又
右
衛
門
初
め
附

m利
禿
に
仕
へ

、
後
利
家
に
四
回
し
て
二
百
石
そ
受
け

た
。
子
係
滞
に
附
加
盟
す
る
。

ヨ
シ
ダ
Z
ツ
マ
ザ

士
ロ
困
光
政

直
政
の
子
。
泌

総
披
太
郎

・
大
限
。
初
詩
茂
務
。
明
治
叶
五
年
四
月

」i
三
日
五
十
四
依
を
以
て
即
日
し
た
。

ヨ
シ
ダ
モ
エ
モ
ン

吉
田
茂
右
街
門
太
悶
但
瓜

長
知
の
家
信
。
末
森
及
び
品
越
の
役
に
功
有
っ
て
百

石
を
加
増
せ
ら
れ
、
大
型
寺
役
に
M

人
二
両
石
を
加
問

L
、
合
は
せ
て
四
百
石
と
な
っ
た
。
阿
国
民
七
年
五

A

宅
但
馬
の
服
結
後
大
器
寺
械
の
戸
次
丸
を
守
旬
、
前

m利
長
の
手
都
を
得
て
初
め
て
城
党
側
い
た
。
之
官

以
て
茂
右
衛
門
は
知
行
を
放
た
れ
た
が
、
突
い
で
三

崎
長
好
の
奥
力
と
な
り
、
二
百
五
十
石
な
受
け
た
。

後
四
代
の
末
孫
山
内
兵
衛
に
京
っ
て
伴
八
矢
の
興
力
と

な
り
、
県
の
子
勘
右
衛
門
守
向
の
昨
安
永
元
年
本
釧

凪
(
力
と
な
っ
た
。

八
九
八


